
（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

身体を使う遊具等の設備がないため、公共施設を利用しなが

ら活発な活動を促していく。

また事業所内でも工夫して活動が促せるように取り組む。

2 送迎車両を増やす（車いす可能の福祉車両）

3
実際の場面の見学ができるように関係機関と連携を取ってい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
人員確保に努め、余裕のある人員配置となるように

調整をする。

2

3

建物が2階建てで、徒歩圏内（大人の歩行で10分以内）に

2ヵ所の公園があり、活動スペースが十分確保される。

体力作りのため階段の登り降りを取り入れたり、活動レベルに

合わせた遊びの提供や内容に合わせた場所の選択をしている。

利用時間や送迎時間・送迎場所の急な変更が可能 送迎できる職員を配置したり送迎車両の保管場所が近い

発達・活動レベルに合わせた個別支援を行っている
保護者や関係機関から情報提供をして頂き、個人の状況を把握

しその子に合った支援を色々な職種の視点で検討している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用状況によっては、活動スペースの確保が十分でない

人員配置的に余裕がなく、安全を優先するために部屋の移動が

できない。

そのため、フロアを分けて広いスペースで活動できない。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等
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